






する。風化はそれ程でなく、明青灰色の色調である。

⑦は、サヌカイト素材としては珍しい、良好な石刃で

ある。主要剥離面側には打点、バルブやが観察され、刃

縁に沿ってブイツシャーが発達するが、剥片の縦断面

にアンジュレーションはみられず、打撃力が末端まで

きれいに抜けている。背面は、大きく 2つの剥離痕が

みられるが、打面近くに細かなお核調整の痕跡がみら

れる。横断面は、基本的に三角形を呈する。 11屈2cm、

長さ6.2cm、厚さ0.9cmを数える。風化はそれ程進行し

ておらず、明青灰色を去する。⑧は、チャート製の石

刃である。石刃は、自然面の打面を直接加撃して剥取

している。 南側の刃縁に沿って、イレギュラーなリタ

ッチを施こす。背面の剥離痕はリングが良く発達して

いるが、主要剥離詣側は石刃の末端がやや波打つ程度

である。 11届1.8cm、長さ6.2cm、淳さ0.9cmを数える。横

断面の形状は、三角形である。

る。⑨は、チャート製の縦長剥片である。チャートの

質はあまり良くなく、節理に沿って所々が階段状に打

裂している。腹@背面ともリングの発達が著しい。ま

た腹面の右側縁(背聞の左側縁)の一部に自然面が残

る。 11届2.5cm、長さ4.8cm、浮き 1.lcmを測る。色調は淡

緑灰色を呈する。⑩は、サヌカイトの横長剥片を素材

とした削器(スクレーパー)である。腹部側には主要

剥離面が大きく残り、打点、パルプ、及び、ブイツシャー

が観察される。なお打開は自然面打面とする。自然面

はこの他にも、捜部側の左右ニか所に認められる。一

方背面は周囲から中央に向かつて加撃@剥取された比

較的大きな剥離痕で構成されるが、加撃の角度が深い

ため剥離痕の末端が階段状に大きく扶れている。一方

スクレーパーの刃部は、背面側から腹面側に向けて、

細かく鰍密なリタッチを連続的に加えて形成している。

幅7.5cm、長さ5.1cm、厚さ 1.2cmを滞る。風化はそれ程

ではなく、明青灰色を呈する。⑬は、大型の剥片を利

用した、サヌカイト素材の石核の残欠と考えられる。

形態は背面が亀の甲状を呈し、周辺から背面の中央に

向かつて、腹間側から加撃して剥片を剥取している。

背面中央に残存する大剥離痕は、石核調整段階のもの

であろう。また腹部側においても、背国側から加撃し

剥取された剥離痕がいくつか観察される。 11届7.2cm、長

さ9.8cm、厚さ1.9cmを澱る。断面の形状は、縦、横と

もi幅広の台形状である。全体に風化が著しく、色調は

灰白色を呈する。

4.小結

以上が出土した石器資料の概略である。このうち①、

②の 2点のナイフ形お器は、確実に!日石器時代に位置

付けられる資料である。とくに①の国府型ナイフ形石

器は、後期i日芯器時代の瀬戸内地域を中心に盛行をみ
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る特徴的な石器であるが、県下での出土は少なしこ

れまでのところ大津市鐙谷遺跡などで出土が報告され

ている程度である丸また②のナイフ形石器は、小型で

翼状剥片を用いたかは不明であるものの、やはり!日石

器時代の所産と考えられる。以上の 2点のナイフ形石

器については、!日石器時代と是認できる

ろう。さらに③~⑪の石器資料のうち、④、⑤、⑩の

3点の石器については縄文時代まで!寄るものと考えら

れるが、残余の石器資料については、比較できる類例

資料に乏しく、正確に位置付・けることは雑しい。この

中で長lJ片類については石質がチャート、サヌカイトを

関わず¥石刃が多いのが特徴的である。とくに⑦は、

サヌカイト素材-のものでは珍しい良好な石刃資料であ

る。これらの石刃技法を生み出

が、どのような出自を有するのか非常に興味深いが、

資料自身断片的なものに過ぎないことから、 J帰属時期

の問題を含めて将来的な課題としたい。現在県下では、

はあるも

のの、該;販の石器研究は資料紹介を含めてきわめて少

ない。これは生活の痕跡を示す遺跡自体が皆無に近い

ことに起因するが、最近琵琶湖湖岸沿いの標高80m内

外の位置において、縄文革創期の遺跡、やアカホヤ火山

灰が検出されている。このことより、!日石器遺跡につ

いても、低湿地性遺跡の存在が想定されている丸一方

野洲軒は標高100m内外の野洲}II右岸扇状地にあるも

のの、南側は水口丘陵北端に接している。このため野

洲町付近では沖積層が薄く、きわめて浅い深度で!日石

器時代の生活問が検出できる可能性がある。従って、

速からず良好な石器群の発見されることを大いに期待

し、小文の結としたい。

なお、小文を作成するにあたり、京都大学の山中一

郎先生より貴重なご助言を賜った。また資料教示につ

いては米原町教育委員会中井均氏に、資料提供につい

ては杉本源造氏にご配慮いただ、いた。文末ではあるが

記して感謝申し上げたい。(森隆)
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